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持続可能な社会を実現するためには、再生可能エネルギーの推進が重要である。環境省が

発表している使用済み太陽光パネルの排出量推計[1]によると、2030 年代後半以降、年間 50

～80 万 t の太陽光パネルが排出されると想定されている。このため、太陽光発電を推進す

るためには、太陽電池のリサイクル技術の確立が求められる。本研究では、太陽電池モジュ

ールにハニカムを組み入れた太陽電池モジュールを検討している。ハニカムを用いること

で、易分解性と軽量高剛性を持つ太陽電池モジュールの開発を目指している。使用するハニ

カムの材質の光透過率が低いと、影により太陽電池セルに光が届きにくくなり、大きな発電

効率の低下が懸念される。そこで、透明ハニカムを用いて、発電効率低下を抑えた太陽電池

モジュールを検討している。 

透明ハニカムまたは紙ハニカムを二枚のガラスで挟んでパネルを作製した。パネルをヘ

テロ結合型結晶シリコン太陽電池（SHJ）の上に置き、短

絡電流密度（⊿JSC）を測定し、発電効率低下を算出した。

0°から 75°まで 15°刻みで角度をつけて測定した。 

結果を Fig. 2 に示す。透明ハニカムは紙ハニカムと比

較して発電効率の低下が抑えられていた。また、角度が

増大するほど、両者発電効率が低下し、0～60°にお

いてはその差が拡大した。これらの結果は、透明ハ

ニカムが高い光透過率を持つため、太陽電池セルま

で到達する光量の減少が抑制されたためと考えられ

る。 
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Figure 1. Schematic of honeycomb panel. 

Figure 2. Irradiation-angle dependency 

of ⊿JSC of transparent and paper 

honeycomb. 
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